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「介護保険施設及び居宅系介護事業所の看護職員の勤務実態調査」 
ご協力のお願い 

 
「介護保険施設及び居宅系介護事業所の看護職員の勤務実態等に関する調査研究事業」委員会 

委員長 静岡大学大学院 特任教授 小林 美亜 

株式会社日本能率協会総合研究所 福祉・医療・労働政策研究部長 川村静香 

 

調査目的 

超高齢化社会を迎えた我が国において、介護現場で医療と介護の役割を担う看護職員に対する期待は高

まっています。こうした状況を踏まえ本事業では介護保険施設及び介護事業所における看護職員の就労状

況や労働環境、業務内容等を把握し、看護職員の人材確保や定着の影響要因等について分析することを目

的として調査を実施する運びとなりました。 

ご多忙の折、誠に恐縮ではございますが本調査の趣旨をご理解いただき、ぜひともご協力を賜ります

よう宜しくお願い申し上げます。 

※ 本調査は、看護師を雇用している介護保険施設及び介護事業所から無作為に抽出し、依頼状をお送りしております。

手違いにより看護師が在籍していない場合には、本依頼状を破棄くださいますようお願い申し上げます。 

※ アンケートは、施設・事業所について回答いただく「施設・事業所票」と看護職員にご回答いただく「看護職員票」

があります。施設票は質問紙によるもので、同封しておりますが、看護職員票は WEB上でご回答いただくため、同

封しておりません。お手数をおかけしますが、別紙「介護施設・事業所に勤務する看護職員のみなさまへ」をコピ

ーし、看護職員全員にお渡しくださいますようお願いいたします。 

 

調査結果について 

 調査結果は、施設・事業所がわからないように加工した状態で、報告書を事業者のホームページ等にて公表

いたしますので、労働環境の改善や看護職員確保・定着の参考に活用いただけます。 

倫理的配慮 

 回答には 20～30分程度の時間を要し、ご負担を頂くことになります。調査への協力は任意です。調査に協力

しないことで不利益を被ることは一切ありません。回答票の返送をもって、調査協力に同意頂いたものといた

します。また調査票に返送した後でも、協力を撤回することができます。この際にも不利益が生じることがない

ことを保証いたします。 

 分析の都合上、ご回答いただいた施設票と看護師票にはコードを付与しております。 

 調査で得られた内容につきましては、安全措置を講じてデータの漏洩がないように保管し、データは施設・事

業所やご回答者が特定できないよう統計処理をいたします。また、研究終了後は復元できない形でアンケ―

トやデータは破棄いたします。ご回答いただいたことによりご迷惑をおかけすることは一切ございません。 

 本調査研究事業の委員などの求めに応じ、機密保持契約を締結したうえで匿名化されたデータを提供する

場合がございます。 

 本調査は、静岡大学大学院の研究倫理審査委員会の承認を受けて実施しております。 

本調査に関する問合せ先（本調査研究事業の採択事業者） 

東京都港区芝公園 3-1-22 日本能率協会ビル 5 階 

株式会社日本能率協会総合研究所 社会環境研究事業本部 福祉・医療・労働政策研究部 

本件担当：川村、政岡、笹森 
電話：フリーダイヤル 0120-304-603 または 03-3578-7677（平日 10～17 時） Fax：03-3432-1837 
e-mail：fukushi_iryou03@jmar.co.jp  http://www.jmar.co.jp 

http://www.jmar.co.jp/


 

介護施設・事業所に勤務する看護職員のみなさまへ 

「介護保険施設及び居宅系介護事業所の看護職員の勤務実態調査」 
WEB調査ご協力のお願い 

 
「介護保険施設及び居宅系介護事業所の看護職員の勤務実態等に関する調査研究事業」 

委員会委員長 静岡大学大学院 特任教授 小林美亜 

株式会社日本能率協会総合研究所 福祉・医療・労働政策研究部長 川村静香 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 
弊社、日本能率協会総合研究所では、令和元年度 厚生労働省 老人保健健康増進等事業「介護保険施設及び居宅系

介護事業所の看護職員の勤務実態等に関する調査研究事業」を採択いただき、その一環として、標題の調査を実施さ

せていただきます。本調査は、介護保険施設及び居宅系介護事業者における看護職員の就労状況や労働環境、業務内

容、働き方改革による実人員配置の変動等の実態と看護職員の確保・定着に係る施策（人材育成や教育なども含む）

やその運用状況や成果を把握し、看護職員の人材確保や定着の影響要因等について分析を行うために実施するもの

です。つきましては、ご多忙とは存じますが、本調査の実施にご理解のうえ、ご協力を賜りますよう宜しくお願い申

し上げます。 
調査対象は、看護師の雇用が義務付けられている介護保険施設及び居宅系介護事業所から無作為に施設・事業所を

抽出し、依頼状を発送させていただいております。依頼状をお送りした施設・事業所に勤務するすべての看護職員

（保健師、助産師、看護師、准看護師）を対象としております。 
本件について、ご不明な点がございましたら、大変お手数ではございますが、下記担当者までご連絡くださいます

ようお願い申し上げます。 
敬具 

ご回答にあたって（倫理的配慮） 
■本調査は、静岡大学の研究倫理審査委員会において承諾を得て実施しております。 

■回答には 20～30 分程度の時間を要し、ご負担を頂くことになります。調査への協力は任意です。調査に協力しないことで不利益を

被ることは一切ありません。なお、本調査は匿名で行うため、調査票に返送した後は、協力の撤回ができないことをご留意ください。 

■分析の都合上、ご回答いただいた施設票と看護師票にはコードを付与しております。 

■調査で得られた内容につきましては、安全措置を講じてデータの漏洩がないように保管し、データは施設・事業所やご回答者が特定

できないよう統計処理をいたします。また、研究終了後は復元できない形でアンケ―トやデータは破棄いたします。ご回答いただい

たことによりご迷惑をおかけすることは一切ございません。 

■調査結果につきましては施設・事業所がわからないよう加工したローデータ、集計表並びに報告書を厚生労働省に提供するとともに、

報告書は弊社ホームページにて公表いたします。（2020年 3月末を予定） 

■本調査研究事業の委員などの求めに応じ、機密保持契約を締結したうえで匿名化されたデータを提供する場合がございます。 

■本調査にご回答いただいた時点で、上記内容に同意いただけたものとさせていただきます。 
 

ご回答方法（ウェブサイトへのアクセス方法）のご案内 
① 右掲載のQRコードを読み込み、ご回答ください。 
② 回答用フォームをクリックし、以下のＩＤを入力してから回答してください。 
 

ＩＤは FAX送信した宛名に記載されています 

 
③ IDを入力し、ログインいただくとあなたのパスワードが自動的に表示されますので、メモをお願いいたします。回答を中断して一時保

存し、中断後に回答を再開したり、回答後に回答内容を確認したりできます。回答再開の際には、ID と PW が必要となりますので、

PWは必ずメモをお願いします。 

④ パソコンでも回答が可能です。直接ＵRL：https://survey.ienq.jp/16 を入力いただきアクセスするか、弊社ホームページ 

http://www.jmar.co.jp （ＪＭＡＲで検索）へアクセスいただき、ニュース&トピックスにある「介護保険施設及び居宅系介護事業所の看

護職員の勤務実態調査」実施中です をクリックしてください。 

⑤ 回答所要時間（目安）は 20～30分程度です。回答前に調査内容を確認したい場合は、「調査票」でご確認ください。 
 

ご回答期限： 2019年 11月 29日（金）まで 2020年 1月 10日（月） 

本調査に関する問合せ先（本調査研究事業の採択事業者） 
東京都港区芝公園 3-1-22 日本能率協会ビル 5 階 
株式会社日本能率協会総合研究所 福祉・医療・労働政策研究部 本件担当：川村、政岡、笹森 
電話：フリーダイヤル 0120-304-603 または 03-3578-7677（平日 10～17 時） Fax：03-3432-1837 
e-mail：fukushi_iryou03@jmar.co.jp  http://www.jmar.co.jp

お手数ですが、アンケート調査にご回答いただく看護職の方へ、この用紙をコピーしてお渡しください。 

 

https://survey.ienq.jp/16
http://www.jmar.co.jp/

